
 

 

 
 

 

 
資
格
確
認
書
で
受
診
で
き
ま
す 

昨
年
12
月
2
日
か
ら
保
険
証
の
新
規
発
行
が
停
止
さ
れ
ま
し
た
。

吹
田
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
い
ま
所
有
し
て
い
る
保
険
証
を
今

年
の
10
月
31
日
ま
で
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ま
た
健
康
保
険
に
新
た
に
加
入
、
も
し
く
は
所
有
し
て
い
る
保
険

証
の
有
効
期
限
を
迎
え
て
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
未
所
持
も
し
く
は
保
険

証
未
登
録
の
場
合
は
、
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
「
資
格
確
認
書
」

が
自
動
的
に
発
行
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
保
険
証
に
し
た
く

な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
「
資
格
確
認
書
」
で
受
診
で
き
ま
す
。
協

会
け
ん
ぽ
（
社
会
保
険
）
の
場
合
も
12
月
1
日
ま
で
現
在
の
保
険

証
は
使
用
で
き
、
以
降
は
同
じ
く
「
資
格
確
認
書
」
が
自
動
発
行
さ

れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
巡
っ
て
は
端
末
や
回
線
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
の
不
具
合
に
よ
り
資
格
確
認
が
で
き
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
今
ま
で
の
紙
や
カ
ー
ド
の
保
険
証
と
同
じ
資
格
確
認
書
を

使
い
な
が
ら
、
保
険
証
の
交
付
を
再
開
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
ょ
う
。 

 

最
近
の
相
談 

初
め
て
従
業
員
を
雇
用
す
る
の
で
必
要
な
手
続
き
を
教
え
て
ほ
し

い
と
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
税
務
署
へ
の
給
与
支
払
事
業
所
開
設
届
、

源
泉
所
得
税
の
算
出
方
法
と
納
付
方
法
、
労
働
基
準
監
督
署
の
保
険

関
係
成
立
届
、
職
業
安
定
所
へ
の
事
業
所
開
設
届
な
ど
説
明
し
ま
し

た
。 

 

事
業
を
譲
渡
し
た
際
の
収
入
の
申
告
に
つ
い
て
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
本
人
と
一
緒
に
書
籍
と
国
税
庁
の
Ｈ
Ｐ
で
取
り
扱
い
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
総
合
譲
渡
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

 

伝
言
板 

国
民
健
康
保
険
料 

減
免
申
請
会 

6
月
17
日
（
火
）
14
時
00
分 

民
商
会
館 

6
月
20
日
（
金
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

6
月
23
日
（
月
）
14
時
00
分 

民
商
会
館 

6
月
25
日
（
水
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

収
支
計
算
書
（
昨
年
分
と
今
年
5
月
分
ま
で
）
と
保
険
料
の
決
定

通
知
書
、
筆
記
用
具
と
電
卓
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

第
18
回 

松
本
ヒ
ロ
＆
西
谷
文
和 

テ
レ
ビ
で
は
見
ら
れ
な
い
コ
コ
だ
け
の
コ
ラ
ボ 

6
月
20
日
（
金
）
18
時
30
分 

メ
イ
シ
ア
タ
ー 

主
催
：
イ
ラ
ク
の
子
ど
も
を
救
う
会 

☏06-6170
-4757 

前
売
券
２
０
０
０
円
・
当
日
券
２
５
０
０
年
（
学
生
・
障
が
い
者
１

０
０
０
円
）
民
商
共
済
会
加
入
者
に
は
か
ら
500
円
補
助
し
ま
す
。 

記
帳
会 

7
月
6
日
（
日
）
10
時
00
分 

民
商
会
館 

持
ち
物 

記
帳
に
必
要
な
用
紙
（
ノ
ー
ト
等
）
も
し
く
は
パ
ソ
コ
ン 

伝
票
や
領
収
書
、
請
求
書
、
事
業
用
の
預
金
通
帳
な
ど
原
始
資
料 

 

収
支
内
訳
書
の
提
出
依
頼
は
慌
て
ず
に 

 

例
年
6
月
に
な
る
と
収
支
内
訳
書
の
提
出
を
求
め
る
行
政
指
導

が
大
阪
国
税
局
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
国
税
庁
は
業
務
の
集
中
と
集

約
を
図
っ
て
い
る
た
め
、
業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
大
阪
国
税
局
長
の
通

知
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
届
い
た
際
に
は
慌
て
て
対
応
せ
ず
不
安

が
あ
れ
ば
民
商
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
送
付
が
あ
っ
た
際
に
は
提

出
を
希
望
し
な
い
会
員
で
集
ま
り
返
還
行
動
を
開
催
し
ま
す
。 

 

「
収
支
内
訳
書
」
は
１
９
８
４
年
に
国
税
通
則
法
が
改
悪
さ
れ
法

制
化
さ
れ
ま
し
た
。
罰
則
付
き
の
義
務
と
し
て
導
入
が
狙
わ
れ
ま
し

た
が
、
民
商
・
全
商
連
が
中
心
と
な
っ
て
短
期
間
に
600
万
人
と 

１
７
５
０
０
団
体
の
署
名
が
集
め
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
反
対
運
動
を

展
開
。
結
果
、
罰
則
の
な
い
「
訓
示
規
定
」
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

当
時
の
参
議
院
大
蔵
委
員
会
で
は
「
記
帳
・
記
録
保
存
及
び
確
定
申

告
書
に
添
付
す
る
書
面
制
度
等
に
関
し
て
は
、
そ
の
内
容
方
式
等
に

つ
い
て
納
税
者
に
過
大
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
十
分
留
意

す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
」
と
「
付
帯
決
議
」

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
財
務
省
令
で
は
収
入
に
つ
い
て
は
売
上
・
賃
貸

料
・
家
事
消
費
・
そ
の
他
の
収
入
の
4
科
目
、
費
用
で
は
売
上
原

価
・
雇
人
費
・
外
注
工
賃
・
減
価
償
却
費
・
貸
倒
金
・
地
代
家
賃
・

利
子
割
引
料
と
そ
れ
以
外
は
「
そ
の
他
の
経
費
」
に
ま
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
し
か
し
今
の
収
支
内
訳
書
は
「
そ
の
他
の
経
費
」
に
つ
い
て

も
詳
細
な
科
目
別
の
金
額
や
売
上
先
・
仕
入
先
・
地
代
家
賃
・
給
与

賃
金
な
ど
取
引
先
・
従
業
員
の
名
称
や
取
引
金
額
の
記
載
欄
ま
で
設

け
ら
れ
て
お
り
、
財
務
省
令
に
反
し
た
様
式
を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

「
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
例
年
、
同
じ
文
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
支
内
訳
書
の
提
出
の
お
願
い
は
「
行
政
指
導
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
行
政
指
導
に
つ
い
て
は
「
行
政
手
続
法
」
で
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
第
32
条
（
行
政
指
導
の
一
般
原
則
）
で
は
「
行
政

指
導
の
内
容
が
あ
く
ま
で
も
相
手
方
の
任
意
の
協
力
に
よ
っ
て
の
み

実
現
さ
れ
る
も
の
」
さ
れ
、
そ
の
2
項
で
は
「
行
政
指
導
に
従
わ

な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
の
税
務
署
交
渉
で
も
未
提
出
に
よ

っ
て
不
利
益
な
扱
い
が
さ
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
税
務
調
査
の
理
由
に

は
な
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。 

よ
っ
て
こ
の
「
お
願
い
」
に
応
じ
る
か
応
じ
な
い
か
は
納
税
者
の

意
思
に
任
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 


